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◆「飛鳥会事件」をはじめとする一連の「不祥事」は、部落
解放運動とは何のための運動か、誰のための運動かを改めて
問うています。その歩みに半世紀近い自らの足跡を重ねてき
た藤田さんはご自身のＨＰで次のように書いておられます。
◆「部落解放運動がダメになったのは、『この世の中で、自分
たちが一番不幸であり、自分たちの問題の解決が一番重要だ』
と言いつのることが保証されて以降だ、とわたしはにらんで
いる。『社会面殺殺殺の字で溢れ』（西宮市　妻鹿信彦さん。『朝日新聞』名古
屋本社版、07・9・20）という川柳がいみじくも描いているような世相で、ど
うして部落問題が最重要で最大の課題だといえるのだろうか。大事なのは、人
間として、人間であることによる苦しさ・悲しさ、憂さ・辛さが「響き合い、
重なり合う感性の広がりと深まりではないか。そのためには、『資格と立場の
絶対化』『差別・被差別関係の固定化』から自由になることが必要だ、とわた
しは20年前に小さな本で指摘した。そこからしか『人と人との関係を変える』
視点と姿勢は生まれてこないと信じていたからだ」と。そして、「これまでの
取り組みが『人と人との関係を変える』ことに成功したとはとても言えない現
実を見すえることから、すべてははじまる」とも。◆１年半ぶりに藤田さんを
お招きし、刺激的な議論を交わしたいと思います。
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■「足を踏まれた者の痛みは、踏まれた者に
しかわからない」と、相手をやっつけたり、自
分たちの要求・主張を通すために「差別の痛
み論」使うのは誤りだ。部落問題が日本社会
において最も重要で深刻な問題だという言い
方をしてきたが、人権課題にどれが重くて、
どれが軽いという軽重や質的な問題は存在し
ない。「同対審答申」が示した「格差論」に基
づく実態認識や、「三つの命題」に代表される
解放理論の再検証が必要だ、などと「部落問
題は今、研究会」で谷元さんは、踏み込んだ
提起をされました。■話を聞きながら、今日
の部落問題をどうとらえるのか？部落問題は
固まったまま、同じようにあるのではなく
て、日々、変化する生ものだから、きちんと
とらえるためには頭をシャープにして、感性
を磨く必要があると痛感しました。■11月 23
～ 24 の全同教石川大会の「文化創造」の分科
会で、第五中学校と協働でやってきた「部落
問題学習」を報告しました。反応・評価はよ
く、手応えを感じましたが、全国に「豊中」を
アピールできたことが何よりでした。■ 6 月
から11月にかけて「同和地区問い合わせ」が
５件起きています。11 月の事件では、若い男
女のカップルが図書館に来て、「同和行政推

進プラン」の「同和」の文字を指さして、「こ
の辺に住むので、この辺がこういうところだ
と聞いたのですが、どこがその地区にあたる
か調べることはできませんか」と尋ねました。
■2005 年の府民意識調査によると、家を購入
したり、マンションを借りたりするときに、
「同和地区にある物件をさける」と答えた人が
43.4％で、「こだわらない」が20.8％となっ
ています。また、部落に対するイメージにつ
いて、「上品：0.6―下品：45.8」「やさしい：
2.6―こわい：53.6」「清潔：1.6―不潔：39.7」
となっています。■部落を避けたいという考
えの根っこには、部落に対するこうしたマイ
ナス・イメージがあり、それらはいわゆる世
間のうわさ話によって人から人へと語り継が
れ、人々の記憶に刻まれていってるのだと思
います。「事件」は、こうした現実の一端が表
にでたもので、それを丁寧にほりおこして、
読み解いていくことによって、差別がいかに
理由のないもので、不当なものであるかが見
えてくるはずです。一つひとつの「事件」の
根にあるものをつきとめることが大事です。
■次号は来年３月です。感想・意見・寄稿、歓
迎します。（ささき）


